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論 文 内 容 の 要 旨 
 
光渦とは位相特異点に由来する螺旋型の波面を有する光波の総称である。光渦の伝搬方向とエネルギーの
流れであるポインティングベクトルの向きが異なることからその射影成分として軌道角運動量が生じる。
近年、光渦は超高解像度顕微鏡、光マニピュレーション、レーザーアブレーションなど様々な分野で応用
が考えられている。これらの応用では物質の吸収波長に光渦の波長を同調させることが極めて重要である。 
 本論文では、二次の非線形光学効果に着目し、光渦の第二高調波発生換における軌道角運動量の保存、
変換効率の飽和、ウォークオフ効果による位相特異点の空間分離などを統一的に扱える理論をラゲールガ
ウスモード展開によって構築するとともに実験との整合性を検証した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 光渦とは位相特異点に由来する螺旋型の波面を有する光波の総称である。光渦の伝搬方向とエネルギー
の流れであるポインティングベクトルの向きが異なることからその射影成分として軌道角運動量が生じる。
近年、光渦は超高解像度顕微鏡、光マニピュレーション、レーザーアブレーションなど様々な分野で応用
が考えられている。これらの応用では物質の吸収波長に光渦の波長を同調させることが極めて重要である。 
 本論文では、二次の非線形光学効果に着目し、光渦の第二高調波発生換における軌道角運動量の保存、
変換効率の飽和、ウォークオフ効果による位相特異点の空間分離などを統一的に扱える理論をラゲールガ
ウスモード展開によって構築するとともに実験との整合性を検証した。これらの結果は空間変調器などの
波面変調素子がない紫外域光渦の発生に特に有用である。 
 すでに筆頭著者で学術論文 2編、国際会議 2件を発表している。 
また、2018 年 2月 6日に剽窃チェックソフトを使用し、オリジナルであることを確認した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
